学校薬剤師のための学校環境衛生定期検査成績書（佐賀県薬版）作成により得られた
こと
一般社団法人佐賀県薬剤師会　学校・保健委員会
· 内川豊治　川副陽子　堤保幸　小副川あつ子　中原敏孝　松雪幹一　松本直也　友清秀樹
織田圭司郎　吉富實美　陣内宏子　小笠原光一　本田茂樹

１　目的
　　2平成30年4月1日より学校環境衛生基準が一部改正され、「基準の趣旨を十分御理解の上、本基準に基づき学校環境衛生検査を実施し、適切な学校環境衛生活動を行っていただきますようお願いします」と通知された。
今回は、当会委員会で作成した学校環境衛生定期検査成績書セルフチェック一覧表（佐賀県薬版）の集計結果について報告する。
　２　方法
平成30年度佐賀県内学校薬剤師263名に学校薬剤師研修会にて担当する学校の定期検査実施セルフチェックと当会の現状把握の目的であることを伝え、年度末までの提出をお願いした。
この一覧表は、学校薬剤師が実施している項目については、実施月及びその結果、実施していない項目については、養護教諭等に聞き取りをし、データ収集に努めるようにした。また、一覧表は年度末までに提出をお願いし、委員会としても把握できるようにした。
３　結果

　　令和元年6月末で平成30年度定セルフチェック一覧表提出校は225校、回収率51.3％であった。学校は64.0％だったが、認定こども園20％、幼稚園8.8％と低かった。結果は、項目によってさまざまではあるが、実施率は平均50.0％であったが、完全実施率となると、平均35.3％であった。
４　考察
　　学校現場でできて比較的検査をしやすい項目は実施されているが、完全実施とまではいかないようだ。また、地域差もあり、市町で予算組ができていない地域は、ほぼ検査がおこなわれていない状況であった。今回のセルフチェック一覧表作成により、学校薬剤師が関っていない環境衛生項目が浮き彫りとなったことは、学校薬剤師の自覚につながったものと考える。また、この結果を各学校薬剤師にフィードバックすることにより、今後の学校環境衛生検査実施の充実に、努めていただけることを期待したい。
５　今後の対策
　　定期検査は、まずは教職員による日常検査の結果をもとに第三者（学校薬剤師等）が行うものである。今回のセルフチェックを行うことにより、より教職員との連携を図り、学校薬剤師自身も担当校の定期検査に対してさらに意識がもてたと思う。セルフチェック一覧表を使っての学校側の話し合いにより、より「顔の見える学校薬剤師」となるツールとしてもらいたい。災害時の避難場所等にもなる学校の衛生検査は必要であり、市町の教育委員会等への理解をいただけるよう、地域の学校薬剤師活動を中心に当委員会としても県市町教育委員会へのバックアップをしていきたい。
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